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言語資料としての聖書の一断面

浜崎長寿

1 本稿は，ここ数年にわたって書き続けてきた拙稿「Nominativか AK

kusativか？」（人文研究29,8;30,8; 32,3)および「，，Wer sagen die Leute, 

daB ich sei ?"の語法」 （人文研究33,8;34,9)の概説的まとめともなるべ

きものである（ごく箇単な箇条書き風のものは Seminarium第 4号（セミ

ナリウム刊行会，1982年）に「，，Wersagen die Leute, daB ich sei ?"の

語法一覚え書」として示した）。参照箇所指示のために，以下，前者を NA.,

後者を WdaB.と略記する。

従来の，ごく概念的な分類でいえば，中国語は孤立語， 日本語は膠着語，

ドイツ語，英語等，印欧語は屈折語ということになる。このいわゆる屈折語

である印欧語族に属する諸言語には， 時代によりその程度の差こそあれ，

「文法上の一致 (grammatischeKongruenz)」という煩瑣な現象があって，

性 ・数 ・格 ・人称その他にわたり，変化の上での整合が要求される（その概

略は，現代ドイツ語に関して DerGroBe Duden Bd. 9, Zweifelsfiitle der 

deutschen Spracheの ，，Kongruenz"の項に，27頁にわたって提示されて

おり， 本稿で取り扱う事柄の多くは， その項目の最後に近い分類番号 XI.

Kongruenz im Kasus beim Akkusativ + Infinitiv［普通わが国の文法用語

で「不定詞つき対格」 という ：accusativuscum infinitive] und beim 

Gleichsetzungsakkusativの項に述ぺられている問題に関するものである。

ただし， 同省のその項，384頁左の Spalte下から 7~8行目の例文，，Er

hieB ihn einen anstandigen Mann."には，あとに sein を付けなければ

ならない。ミスである）。

ただ，その「文法上の一致」の煩わしさの度合には，同じ印欧語の中でも

言語と時代によってかなりの差がある。聖古を主として本稿に引用した諸言

語の例文に照らしてみれば，その事梢の一端が知られるであろう。上記の問

題については，聖四以外にも数々引用した凸物があるが，このキリスト教の

「聖魯」は，世界で最も よく知られた粛の一つであり，各言語への翻訳の数

からいっても，これに匹敵するものはまず無いと言ってさしつかえないと思

われる。同 じ内容を表現するについて， 時代と地域により，どのような言語

C 663) 
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上の差異があるか，（或る訳書の表現が他にどのような影靱を及ぽしている

か等）を知る上で，言語毀料としても貴重な「書物」なのである。

2. ドイツ語訳「ルター聖曾 (Lutherbibel)」の新約，｝レカ伝 (Le.)9, 20 

は次のようになっている (Jubildumsbibel1964より） Eraber sprach zu 

ihnen: ・w er saget ihr aber, daB ich sei? Da antwortete Petrus und ・ 

sprach : Du bist der Christus Gottes ! 

この箇所は， 日本聖書協会の1954年改訳では次の如くである ：彼らに言わ

れた，「それでは，あなたがたはわたしをだれと言うか」。ペテロが答えて言

った，「神のキリストです」。

ギリシア語原典（→ 7頁）やラテン語の Vulgata訳を見ると，この最後の

所は Akkusativの述補語 (DudenGrammatikでいう Gleichsetzungsak-

kusativ)だけでペテロが答えているので， 逐語的にドイツ語で言うならば

,,[den] Christum [des] Gottes",日本語では「神のキリストと」と なるべ

きところである。明治時代の日本語訳は， おおむね「神のキリストなり」

であるが，それ以前のベッテルハイム (Bettelheim)聖書では，「彼得射日，

上帝之基督・・・・・・ペテ ロコ タヘテイハク，カミノ クレス ト」とだけ記されてい

る (28頁）。どちらかといえば，この方が無難である。

ひとくちに「ルタ ー聖書」といっても， （ルタ ーの生前も， またその没後

にも）大筋は守りながら，細部にわたっては種々の改変があり，今世紀に入

ってから出版された幾多の「ルタ ー聖書」も，それぞれに小さな迩いが認め

られる。しかし上記の箇所は一貫して，，……／daantwortet Petrus vnnd 

sprach/du bist der Christ Gattis/……“という，最初の「九月聖富 (1522.

Septemberbibel)」の線を守り通している。ルター聖書以外でも，彼以後，

ギリシア語原典や Vulgata と異なって，この箇所を完全文で表わしている

聖書は，｝レター訳を参考にしている可能性が大きい。

ドイツ語以外でも，たとえば英訳聖沓の Tyndale(l534),Cranmer(l539), 

Geneva (1557)ではそれぞれ thouarte the Christ of god/thou art the 

Christ of God/Thou art the Christe of Godである。一方，｝レターにさき

がけること150年近い Wiclifの訳 (1380)では thecrist of godであ り，

また，後のものでも Rheims(1582)や AuthorisedVersion (1611)では The

CHRIST of God ; The Christ of God だけになっている。前記三者の当該

文章表現はルタ ー訳の影孵を受けている可能性がある。デンマーク語訳でも

1524年（→27頁），1550年のものは同様である。

(664) 
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もっとも，）レター以前にここを完全文で訳したものが皆無というわけでは

ない。たとえば，）レターよ り千年以上の昔， 5世紀のラテン語 Vulgataょ

りも古い Ulfilasのゴート語訳 (4世紀のもので，ゲルマン語系では最古，

世界の聖書翻訳史上でも古さでは有数のものである）で，既に ，，puis Xri-

stus, sunus gups."となっているし（文献A5)，また，1478/79年の Mit-

telniederdeu tsch訳のいわゆる DieKoiner Bibel (De Keulse Bijbel) 

でも Dubyst...〔Christus を省略表記であらわしてある〕dyesone godes 

という文である （→22頁）。

3. とこ ろで，）レタ ー以外をも含めて，ギリ シア語原典の Lc.9,20（ただし，

20など節までわけて標記するようになったのは近世に入ってからのことで，

ルタ ーの生前にも，章の表示はあるが，節にまで分けてはいなかった） と異

なるこのような文章表現が行われるについては，次のような事情がある。

「共観福音書」といって，新約聖書のうちマタイ ，マ）レコ，）レカ の3福音

書には，ィエス にまつわる諸事蹟が ヨハネ福音書に比べて著しく輻綾して出

てくることがあり ，上記のイ エスと弟子達の問答も，ほぼ同じ内容でマタイ

(Mt．と略記する） 16,13-16 ;マ）レコ (Mc.と略記する） 8,27-29;）レ

カ (Le.と略記する） 9,18-20に記されている。 （文献A29より）

NIIh. 16,134” 
".,49、10.!4 I 10. 11 

'"'・ 155 1●●←19 p 999) 

Mark. 8, U -30 
6, 14-16; J.16 
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ところが，前二者では当該箇所のペテロの答が，原典でそれぞれ <1Ocl 6 

Xp函如 6u給くて0。{}coaTOう (wJ.1て0<．（あなたこそ，生ける神の子キリスト

です）／6bcl 6 xp(6て炊 （あなたこそキリストです）という完全文であるのに

対し，｝レカ9,20では，ただ単に AkkusativでてoJ.1Xp,<1てoJ.1てou{}coo「神

のキリストと」 とだけ 記されているのである。 これは 直前のイエスの問い

”Uμc［ ＜梃叫aμc 入ircTC clJ.Im ;‘‘「だがお前たち，お前たちは私を誰であ

ると言うか（逐語的にドイツ語で言えば 1hraber, wen mich sagt [ihr] 

sein?となる）」に対する応答で，イエスの問いは 3福音書とも全く 同じ文言

であ るのに，この Le.9, 20末だけが，上記 効J.IXp,<1てoJ.1てou{}eou(UroμeJ.1 

cl匹,<1e [wir sagen sein dich]が補われるべきである）という述補語だけ

の答になっている。

Le. 9, 20末を，上掲の原典と異なり， ,,Dubist…“という訳し方をしてい

る場合は， 他の 2福音書の当該箇所への類推がはたらいたものと思われる

(Kolner Bibel, Lutherbibel usw.〔→22~25頁〕）。

4. さて，ギリシア語原典やラテン語 Vulgataでて(J.Iaμc入ircてcclJ.Ia6--

quern me esse dicitis?のように，不定詞つき対格 (accusativuscum infi-

nitivo) の疑問文になっている前記のイエスの問いは， ドイツ語その他の聖

書でどのように訳されているであろうか（→NA.II 7)。

シリアの学者 Tatianの Evangelienharmonie（福音害対観）では，この

くだりは Mt.16, 15が取りいれられているが，その ahd.訳は次の如くで

ある： Thoquad her in: ir uuarlicho uuen mih quedet uuesen?（現代

ドイツ語でいえば••wen mich sagt [ihr] sein ?) 

以下にドイツ語訳聖雷から若干ひろいあげて列挙してみる（→NAII, 7a; 

7c; WdaB 2; WdaB. 5-8)。末尾添附の諸文例をも参照 していただきたい。

wen sagt ir mich zesein? (Mentel 1466) 

wen sprechit ir mich sin? (Beheim 1343) 

wen seg dy dye ick si? (Kolner Bibel 1478/79) 

wer maint jr der ich sey / (Sigmund Grimm, Augsburg M.ccccc, ij. 

Freising Dombibliothek. Signatur 73203 Biblia) 

wer/sagt yhr aber das ich sey/…(Luther, Septemberbibel 1522) 

…was sagt ihr, wer ich sei? (Watch-Tower B. 1971) 

wovor haltet ihr mich ? (Zinzendorf 17 40) 

…fur wen haltet ihr mich? (Menge 1926) 

(666) 
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... filr wen haltet ihr mich? (Zilrcher Bibel 1966) 

…,filr wen haltet ihr mich? (Herder Bibel 1972) 

ちなみに，前にもあげたコ‘｀ート語訳では

hvana mik qipip visan? (wen mich sagt [ihr] sein ?) 

これに近いドイツ語訳は Beheimであ る。 Mentel では zu 付きの不定詞

zesein（続け古き）が用いられている。 Mittelniederdeu tsch（中低独語）の

Kolner Bibel（→22頁文例）や，Lutherの少し前の S.Grimm（→24頁文

例）の訳では関係代名詞による副文が「Aを旦であるという」のAの役目を

している。ただし，その述補語の役目をする wenは Akk.,werは Nom.

である。このように， 述補語が Norn. のままである 場合と， それさえも

Akk.にしてしまう場合と，二つに分れる点に注目しておこう。

Lutherの場合は wer……das……という語法である。後の時代には，この

語 das は，指示代名詞（冠詞 • 関係代名詞） das と接続詞 daB とに密き分

けられるようになり，後のルター聖書等では接続詞として daBで書き表わ

している。

この種の表現では，腺係代名詞・指示代名詞 dasでなく，接続詞 daBと

しての用法と考えてよいであろうことは， （少しこみ入っているが） ゴート

語訳の他の箇所， Jh.8, 54で，接続詞 patei(Grimm, Deutsches Worter-

buchの，，dasz" の項冒頭参照）が用いられていることからも推測される。

（→WdaB. 11) 

ist atta meins saei hauheip mik, panei jus qipip patei gup unsar 

ist（逐語的には [es]ist Vater mein, der ehrt mich, den ihr sagt, daB 

Gott unser ist.）私に栄光を与えるものは，（そして）汝等がその方のこ

とを我々の神であると言っているのは，私の父なのである。

ギリシア人とゴート人の混血児である Ulfilas[W ulfila]の訳は，ギリシ

ア語の原典に即したものであって，このように解される。日本語訳聖書では

少し違った訳し方をしている。

近代のドイツ語では， 聖書に限らず， 一般にこの種の表現には接続詞形

daBが用いられるのであるが， Luther自身が彼の訳文の dasをどう思っ

ていたか，今日なら daB と書く方の接続詞と明確に意識していたかどうか

については，なお検討の余地を残しておくべきであろう。

5. 英語では， that は今日にいたるまで，同じ形で上記の両方に用いられ

る（定冠詞としては簡略形 theである）。ルターがゴート語訳聖書を参照し

(667) 
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た可能性は少いが，中世の西欧世界でいえば， 前記のように， 彼より150年

近く古い英語のウィクリフ訳聖書に既に同じ語法が用いられている。以下，

King James の命による欽定訳までの 6書を， The English Hexa pla（→ 

NA II, 7b) によって書き出 してみる。 (Le.9, 20末）

…/but whom seien 3e that I am? (Wiclif 1380) 

Who saye ye that I am ? (Tyndale 1534) 

But who saye ye, that I am? (Cranmer 1539) 

But whome say ye that I am? (Geneva 1557) 

But vvhom say ye that I am ? (Rheims 1582) 

But whom say ye that I am? (A.V. 1611) 

ただし， MiddleEnglishでは既に， thatは中性以外の男性にも女性にも

区別なく用いられたので，この Wiclif以下の thatが，果して，ドイツ語の

接続詞 daBに当るものであって， hochdeutsch, niederdeu tschの男性 der,

通性 dyeに相当する関係代名詞でないかどうかは一考の余地があるであろ

つ。

疑問代名詞で whomという Akk.を採っているのは，原典や Vulgataの

Tua,quemに通じるものであり， 一方， Jレターの wer と同じく whoと

いう Norn.にしているのは，論理的思考による改変と考えられる。

6. この語法のもとになっている，ギリシア語原典やラテン語 Vulgata の

不定詞つき対格構文の 1種，,_A旦 seinlassen"の型で，Aにあわせて旦ま

でも Akk.にしてしまうという格の一致 (Kongruenz)が非論理的である と

いうことについては， P.Grebe等の Duden,Grammatik（旧版勺966)5605

の基本文型 (die Grundformen deutscher Satze)の論理関係を整理 した

私の図表（→NA.I, 2) とその説明を参照 して頂きたい。 G.E. Lessing, 

Emilia Galotti I, 6末の Marinelliの科白，

Lassen Sie den Grafen dieser Gesandte sein!伯爵をこの使者になさい

ませ。

の校正に関して，当の作者 Lessingが，印刷所で勝手に diesenGesan ten 

(Gesandten)という Akk. に変えられたのに対し，不服の手紙を弟に書き

送って以来，今日にいたるまで語学上の論議の的になっている問題の一つで

ある（→NA.V.)

（（なお，前記の欽定訳聖書も， 後の RevisedVersion (1903)では Akk.

whomを Norn.whoに改めて

(668) 
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But who say ye that I am? 

となっている。 （→NA. II, 7b) 

ただ，このように，文頭に疑問詞がくる場合，英語のように，格変化の筒

略化と，前四詞や語順の意味機能の発達が進んでいる言語では，上記の論理

関係以外に， サビア (E.Sapir)のいう drift（定向変化， 駆流などと訳さ

れる）の作用があることも考えられる（→NA.I,1)。英語の俗流表現では，

Whom did you see ?> Who did you see ? 

という Norn.化さえもありうるということで，これは語形上の格の役割を超

えた言語現象である。 ））

7. さらに， 日本語で「～は～である」のように言い表わす主述関係を， ドイ

ツ語その他で一般に Nom．同士 （たとえば duhist Christus ; er ist mein 

Vater のように）で表現するとい う約束も絶対的なものではない。 (erist 

anderer Meinung.「彼は迩った意見だ。」のような述語的 Gen.の用法は暫

くおくとしても） フランス語の c'estmoiやデンマーク語の determig 

「［それは］私だ」では，Kopulaで繋がれた述補語は斜格である。

Mt. 14, 26-28(Mc. 6, 49-50)から引用する。 （前記，文献 A 29より）

M.atth. 14, H-33 -Mark. 6, 4S-Sf 
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令opciam.

Mt. 14,26弟子たちは，・イエスが海の上を歩いておられるのを見て，幽

盆だと言っておじ惑い，恐怖のあまり叫び声をあげた。 27しかし， イエ

スはすぐに彼らに声をかけて，「しっかりするのだ， わたしである。恐れ

ることはない」と言われた。 28するとペテロが答えて言った，「主よ，ぁ

なたでしたか。では，わたしに命じて，水の上を渡ってみもとに行かせて

ください」。（日本聖古協会訳）

27の「わたしである」は irwelμe ; ego sum.また28のペテロ の答は，逐

(669) 
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語的には「主よ，もし汝であるなら•…••(,cup,e, el<1りel,……； Domine,si tu 

es,……)ということで，動詞「である」は前者で 1人称単数現在直説法，後

者で 2人称…に一致している。

「わたしである」 という日本語は，原典をそのままうつすことができる。

ロマン語の系統では， スペイン語 yosoy; ポルトガル語 soueu; イタリ

ア語 son/sonoio のように，順序は違っても「私」と「である」だけで訳

せるものもあるが，フランス語では c'estmoiという表現になる。「それは

私だ」も，「（ここにいるのは）私だ」も，アクセントの違いはあるものの，

同じく c'estmoi である点に注意しておこう。ゲルマン系では

be of good cheare/it is y/…（englisch. Tyndale 1526) 

Habt zuuersicht: jch bins:…（deutsch. Mentel 1466) 

seyd getrost/ich byns/…（Luther 1522) 

Houdt moed, Ik ben het,……（hollandisch 1973) 

Vぉrfrimodige; det er mig, frygt ikke ! (danisch 1974) 

Vぉrfrimodige; det er mig, frykt ikke ! (norwegisch 1973) 

V aren vid gott mod ; det ar jag,…（schwedisch 1917) 

Havio gott treyst ! Tao eri eg !…（faroisch 1970) 

Verio hughraustir, pao er eg;…（islandisch 1973) 

などのように， 代名詞を追加して表現する。（この形式的な代名詞の要・不

要の事情は， たとえば「雨が降る」 engl.it rains ; dt. es regnet ; hol. 

het regent ; dan. det regner; frz. it pleut.—lat. pluit; ital. pioveなどとい

った，自然現象を表わす非人称構文でも上と同じである。）この Mt.14, 27 

は，ロシア語ではぅTO月でよく， 動詞は省略される。これらの例を見ても

わかるように，同じ事柄の表現でも，言語によって事情は異なるのであり，

同じ印欧語族の中でも，構成にこれだけの異同があることを指摘しておきた

し‘o
代名詞の取捨に限らず， Kopulaの人称 (eng.is, dt. bin 〔現代デンマー

ク語 erは人称・数の区別なく用いられる〕など）や語順の違いなども注意

すべきであるが，格の問題にたち返れば，フランス語やデンマーク語で moi

ゃmigなどになっている語も，時代を遡ればまた事情が異なり， 1550年のデ

ンマーク語訳では，まだ deter Jeg（私だ） ；Est det du（汝ならば）のよ

うに Norn.であったし， 1535年のオリヴェタンの仏訳でも cesuis ieであ

った。ただし，後者は sicest toyで表現されている。（英語でも，日常表

(670) 
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現で It'sme．ということがあるが，そのような聖書訳にはまだ遭遇しない。）

8. ゲルマン語系で一般的にいって，たとえばドイツ語で，，A ist B." とい

う場合，AもBも Norn.形をとるという ことを認めた上で，次の

(a) A B sein !assen. (AをしてBたらしむ， AをBであらせる。）

(b) A B nennen. (AをBとい ア＿ ＿っ。）
(c) A ftir B halten. (AをBとみなす， とう けとる。）

A zu B machen (AをBにする）

(d) A als B erfinden (AをBと認識する）

などの語法（→NA.V. 1.3.1) の根底に内在する吐hist旦“ の格関係が

どのように変るか，また変らないかは，われわれ日本語を母語とするものに

とって興味ある問題である。

また，その最初の構文A旦sein!assenに見合う内容を，疑問文等ある種

の文で，daBを用いて表わす ，，Wer………,daB………?‘‘の形式については，

その daBの正体，各言語におけるこの語法の歴史的消長など， 興味ある研

究対象である。近来の言語理論に照ら しても，後者は，たとえばチョムスキ

- (Noam Chomsky) の痕跡 (trace)理論と関係がある。 ただし， この

「疑問詞………， daB………?」 の構文に限らず，その周辺の問題も含めた

daBの用法，一種の Satzverschlingung（文の錯交）に関して， 19世紀以来

のドイツ語学の分野で，熱心な資料蒐集と整理，またその理論づけが行われ

ている点は見落してはならない。 （→WdaB. 7.) 

上にあげた種々の構成に用いられる動詞は，大体において，作為，使役，

願望 ・思考，知覚 ・認識，命名，言明などの表現に関するもの (verbasen-

tiendi, verba dicendi etc.）で， ドイツ語でいうならば， !assen,heiBen, 

machen, tun. setzen, stellen, lehren, gebieten, bitten, sagen,（古語 jehan,

quedan, waenen, getrftwen), glauben, denken, wollen, wtinschen, trau-

men, rechnen, halten, meinen, achten, betrachten, zweifeln, ftihlen, 

empfinden, sehen, finden,. schauen, merken, horen, erkennen, wissen, 

nennen, taufen, schelten, schimpfen, schmahen, rtihmen, grtiBen, zeigen, 

erweisen, schreiben, beschreiben, vorstellen 

などがこれに関与する動詞である。もちろん，動詞によって，前記(a),(b), 

(c), (d)等の各語法への適用の度合，その使用例の頻度等にばらつきはある。

時代と地域，言語屈，使用の局面等に左右され，また，ギリシア語，ラテン

語をはじめ，他の言語の語法の影密の強さによっても差異がある。

(671) 
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聖内のギリシア語やラテ ン品には，古典時代のそれとは別に，旧約のヘプ

ライ語の語法の彩押が多いといわれるが，更にまたその後のキリスト教世界

の諸占語に，聖占のギリシア語， ラテン語がはい彩を洛していることも＇陀実

である。

9. A B sein lassen 

A B nennen 

の二つは，形式的には明らかに異なった泌法であり，そのことは，この二つ

の語法のいすれに対しても用いられる動詞 heiBenに関して，前記，Duden

9. Die Zweifelsf iille der deutschen Sprache の ，，Kongruenz" の項の

XIでも例文と共に指摘されている通りである。

しかし他にも，たとえば machen（英 make)に関しても，前品の種々の

語法への応用が認められ，これらが相互に全く無関係な語法てないことを示

している。たとえば， Mt. 4, 19と Mc.1, 17には，ィ エスが漁師シモン

とその兄弟に対して言うことばとして「わたしについてきなさい。あなたが

たを，人間をとる漁！師にしてあげよう」というのがある。）レクーの Septem-

berbibelでは，この2箇所はともに，

…/folgt myr nach/ich will euch zu menschenfischer machen/...... 

で， ,,etwaszu etwas machen"としているが，Beheimゃ Mentelでは

Kumit nach mir, und ich mache Och werden fischere der lOte. 

Kumet nach mir ! und ich mache Och zu werden fischere der lOte. 

Kumt nach mir: vnd ich mach euch zewerden Yischer der leut. 

... kumpt nach mir: vnd ich mach euch zewerden vischer der leute. 

となっている。 Beheimでは， werdenと zuwerdenのように，不定詞r
Zllが付いてい るか否かの迩いがあり，Mente1では zewerdenが共にくっ

ついているという事はあるが， いすれにせよ， 不定詞つき対格構文 (a. C. 

i.-Konstruktion)である。

英語では，以前，NA.IV, laてポしたように，たとえば GenevaBible 

(1557)では，Mt.4, 19; Mc. 1, 17の間に，

Folowe me, & I will make you fishers of men.—-Folowe me, and 

I wyl make you to be fyshers of men. 

また， TyndaleBibleの1526年版でも， 同様に両箇所で tobeの有無とい

う相迩があ る。

災は， これにもわけがあるのであって， Vulgata 成が両）jとも Venite 

(672) 
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post me, et faciam vos fieri piscatores hominum.のように，「成る」と

いう不定法 fieriをつけているのに対し，ギリシア語原典では，

(Matth. 4,18-切 (M叫 ． 1,16-fO]

恥 vyap cU!Eis. 191tcri >.句Elau-I ijaav yap a>JE°i5. 17Kai dnEV au-
rois・ 6Eurt如iawμou, I roi~ 0が1noo元•細TE 如iouµou,

Kai竺血竺uμiis T cU1£is j Kai ~年bµ示E辛珈is

av~p如WV. 20。i6t ~tllls attv-I av~p如uv. ＇’“" rcb節s蛉EV・

のように re函 0a,(r!voμa,「成る」の第 2不定過去不定法）が， Mt.4, 

19では欠けているのである。原典によらず， Vulgata訳から重訳した場合

には，その違いがならされてしまうというわけである。

これはひとつの例であるが，「～を～であらせる， にならせる」， 「～を～

にする」という異なった語法に machen, make, フランス語の faireなど

が共通して用いられうる。

ただし， ドイツ語では，「～を～にする」という場合は，，etwaszu etwas 

machen"のように，二つめを zu+Dat. で示すのが今日では普通の語法で

ある。

なお， machen,makeの用法については，たとえば Le.15, 19 ; Jh. 6, 

15; 8,53; 10,33; 19,7; 19,12などを各聖甚で当ってみるとよい。

Jh. 8, 53 Whom makist thou thisilf? (Wiclif) 

Wen machstu dich selber? (Mentel) 

Who du you make yourself out to be? (Weymouth) 

10.さて，上述のうちで，不定詞つき対格構文による表現の場合，先にも述

ぺたように，不定詞 sein,werden, bleibenなどでつながれた述補語の格を

Nom.のままにするか，あるいは，これも目的語にあわせて Akk.にしてし

まうかという問題がおこる。そして，この場合の格の選択については論者の

間に意見の相迩があることも前辿の通りである。

前項の箇所についても ，Mt.4,19の方を採用している Tatianの Evange-

lienharmonieの訳で，

Inti quad her in: quemet after mir, inti ih tuon ivvuih uuesan 

manno fiscara (... tue euch wesen [ =Sein] Menschenfischer) ((3 

19, 2.) 

という ahd. の表現があるが，これについて， F.Blatz, Nhd. Grammatik, 

II, 565に，複数で Norn.Akk.の語形上の区別はできないが，疑いなく Akk.

(673) 
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であるむねの記述があるように，述補語まで Akk.であるべきであるとする

傾向は根強い。

さらに目的語が他者でなく ，再帰的に sichmachenとして使 うときにま

で，歴史的には，述補語を Akk.で表わしている例が少くない。 Jh.19, 8 

「…， 彼は自分を神の子としたのだから，死罪に当るものです。」を Mentel

では，，…： wanner macht sich ze sein den sun gotz."のように， Akk.

にしている。もっとも，そのもとになっている Vulgataの当該箇所は a.c.i.

でなく， etwasetwas machen型である ：…， quia fili um Dei se f eci t. 

構文は違っても，このラテン語の Akk.が Mentel訳に影轡していると考え

られる。

ついでながら，Mentel訳のそのすぐ後の箇所 Jh.19, 12には，「… 自分

を王とするものはすべて， カイザルにそむく者です。」 ということの表現に

sich etwas machen型の文で ，，Einieglicher der sich macht ein kunig 

der widersagt dem keyser."というのがあるが，この書およびその時代の

他の用例にも照らして，この eink.も Norn.ではなく， Vulgataの，，re-

gem"にあわせて Akk. である可能性が強い。 einen>einの収縮は普通の

ことである。

11. A旦 seinlassen型の不定詞つき対格構文では，旦を Norn.にするの

が論理的であることは既に述べた。また， Hansvon W olzogenがその小論

文，，LassenSie den Grafen dieser Gesante sein. "(Lessing) Eine 

Streit/rage aus der deutschen Syntax（文献 C,18［→NA. VIII, 2]) 

でも言っているように，たとえば

Hilf mir, Christ zu werden.私に，キリスト教徒になる手助けをしてく

ださい。

というときに， Christを mirにあわせて

*Hilf mir, einem Christen zu werden! 

のように Dat.にしてしまうのがおかしいのと同様， LaBmich ein Christ 

sein!の einChristを michにあわせて Akk.einen Christenにするのは

論理的でない。 Lessingが前記の EmiliaGalottiについて， Nom.,,dieser 

Gesand te seyn"の正当性を主張しているのはもっ ともなのである。

しかし，その Lessing 自身，他では， Sie lieBen sich diesen Zwang 

einen Ania{, sein, alles Uberfltissige abzusondern./Er lieB Wurzeln 

seine Nahrung sein und seinen Trank das frische Wasser./Das laBt 

(674) 
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mir einen rechtschaffenen Advokaten sein.などのように， Akk.の述

補語を用いている例が珍しくない(Blatz,Nhd. Grammatik II, 568の指摘）。

述補語が弱変化名詞か強変化名詞か，あるいは冠詞その他がついているか

否か，平叙文か命令文か等々，種々の条件によって，この語法における述補語

の Nom./Akk.の選択は左右され，必ずしも論理的に行かないことは，主とし

て NA.VIに引用した文例からも明らかである。古い例では，Nibelungen-

lied (Lachmannのテキス トでいって） 1071,4の Hageneの科白に，写本

によって

lat mich der schuldige sin. C 1145, 4 

lat mich der schuldigen sin. A 1071, 4 

lat mich den schvldiget:J. sin. B 1128, 4 

（私にその直めをおわせてください。）

のような Norn.—-Akk. の異同がある（→NA. II, 1)。

12.また，A旦 nennen,heiBen の型の語法でも，現今の文法でとりきめ

られているように， A,旦両者とも Akk.にするのは，古くからの絶対的な

規則でなく，たとえば， NA.III. 1にも例を列挙した Parzivalの

sin name heidensch was so her 

daz man in hiez den baruc/der baruc (Parz. 13, 20-21) 

などのように，述補語の格が Akk./Nom.の間で浮動する例が少くない。

その小論の次の節 (Ill.2)にあげたように，Blatz の Neuhochdeutsche

Grammatik, II, §110, Anm. 1には

1) direkte Anredeのままのもの： Dernannte mich,,mein lieber Klop-

stock." (Klop.) 

2)弱変化名詞が単独で用いられた場合 ：DerWirt nannte mich Graf und 

dann Excellenz. (lmmerm.) 

3) sich nennenの場合

というふうに分類され， この sichnennenについては，Akk.,Norn.両

様の述補語が例示されていて，それに続く例文で Parzival276, 21の Der

nennet sich der riter rot.がある。再帰的表現では，今日でも Ernennt 

sich dein/deinen Freund.などのように， Norn.もよく 用いられる。（→NA.

III. 1/V. 2. 13) 

ただ，次のように， ,,mannennt ihn-"が埋め込まれて， Soein Si.in-

denvater(er)……laBt sich nennen den Wallenstein. (Schiller, Ws. Lager 

(675) 
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8.）のようになっているときは， sichが erにかかわるだけで， nennenの

主語は erでなく， 1謡 tの目的語であり，当の nennenのいわゆる「 4格主

語」であるべき，省かれた不定の語である。このような場合， Kongruenzの

要請の強い印欧語の系統では， どの語に対する格の一致で Akk.den Wal-

lenste.inになるのか，ということが問題になる。

聖書の中では，たとえばMt.23, 8-10などが同様の表現である。ギリシ

ア語原典も Vulgata も「呼ぶ」という動詞を受動的に使ってあり， ドイツ

語の heiBenなら，助動詞によらず，それ 1語で同様の機能を現代まで残し

ている珍しい語であるが（→ wiesit ir genant ? /ich heize Sivrit [NL.]), 

その heiBenを用いずに sichnennen lassenで訳したものが多い。

Mt. 23, 10を例示する。 ． 

Und ihr sollt euch nicht lassen Meister nennen;……（Luther. Jubi-

laumsbibel) 

Auch sollt ihr euch nicht Lehrer nennen lassen;……（Zurcher Bibel) 

Auch Lehrer sollt ihr euch nicht nennen lassen,……（Herder Bibel) 

この Meister,Lehrerは複数であるが，ギリシア語原典では Ka(}刀rr;て巫で

複数 Norn.ということが明らかである。

英語では， EnglishHexapla所収の 6書がすべて受動の禁止的命令で訳さ

れている。たとえば，

nether be 3e clepid maistris... (Wiclif) 

Be not called masters,…（Tyndale) 

Neither be ye called masters:…（A.V.) 

ドイツ語でも，もし heiBenゃgenanntwerdenによってこの表現をして

いるとすれば， Meister,LehrerはNorn.になるであろうが，現実に上にあ

げた語法による 3書の表現では，（先の Schiilerの，，［er]1謡 tsich nennen 

den Wallenstein"に照らして考えてみれば） lassenの目的語であり nennen

の主体であるいわゆる「4格主語」は省かれているのであり， 「呼ばれる」

主語が Norn.ihrであることとは係わりなく， Akk.euch に合わせて，

Meister, Lehrerは Duden文法でいう Gleichsetzungsakk.ということに

なるであろう。

ところで，さて，この節の始めに述べたように，そもそも nennen その

他，命名・呼称の動詞の Akkusativobjekt に合わせて，述補語まで Akk.

にしてしまうこと自体に問題があるのであるから，話は術環することになる。

(676) 
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ただ， 言語は論理ばかり で運用されるべきものではなく，感惜，慣習，口

調その他，種々の要因によって左右される。理屈からいえば，

Er laBt den lieben Gott einen guten Mann sein, und laBt ihn alles 

machen.彼は一向ものごとに頓着しない，すべて神様まかせである。

などという表現もおかしいはずであるが，このような言いまわしをドイツ人

が Nom. ein guter Mannに変えること はありえないであろう。

またドイツ語は，フランス語の laisserとfaireのような，使役の意思の

強さによる助動詞の使いわけをあまりせずに，lassenを machenの意味で

も用いる。 A B sein lassenの語法でBを Akk. にするか Norn.にする

かは，その使役の意思の有無にもよるらしいが，その点はまた，言語心理学

的に興味ある問題で， ドイツ語のネイティヴ ・スヒ°ーカーによってなおよく

調査しなければならない。

なお，英語でも代名詞の場合は，前記 Le.9, 18-20の who/whomのよ

うな語形の区別がありうる。しかし，名詞では，前記 (11.)Nibelungenlied 

の，，latmich der schuldige/den schuldigen sin‘‘ の M.Armour訳

(Everyman's library): "Let me be the guilty one.’'など，語形の上で

Nom./Akk. の辿いはない。フランス語でも事梢は同様で，同じく印欧語の

系統に厩するものでも，語形の上での格変化の整約 ・縮小が進んでいる言語

と，そうでないものと，事梢はさまざまである。

格の問題に限らず，諸言語 ・各時代による事憐の迩いや，言語の性格の差

異は，聖雷の翻訳についても常に随所に看取されることである。始めにもど

って，裏を返していえば， （翻訳は常に原本や， 隣接諸言語その他の先例に

おける言語表現の彩密をうけがちであるということを留保した上で）言語の

比較研究のための毀料として，聖書は第 1級の地歩を占めるものであると言

うことができる。本稿は，文の錯交 (Satzverschlingung)と格の選択という

テーマを主として，統語論の面からその実例を若干しめしたものである。

ヽ

●
,^

 

（文献は，本稿に特に示したもの以外，その発行地，年代等については，は

じめに掲げた「人文研究」所載小論の文献表を参照して頂きたい。）

以下に紙数の許す限り，各聖杏のうちから若干実例を示す。

Lukas Evangelium 9, 18-20の文例

(677) 
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1. ヴルガタ (BibliorumSacrorum 

nova editio MCMLIX) 

Iuxta V ulgatam Clementinam, 

18 Et factum est, cum solus esset orans, erant cum illo et discipuli; 

et interrogavit illos dicens: Quern me dicunt esse turbae? 19 At illi 

responcierunt et dixerunt: Ioannem Baptistam; alii autem Eliam; alii 

vero quia unus propheta de prioribus surrexit. 20 Dixit autem illis: 

Vos autem quern me esse dicitis? Respondens Simon Petrus dixit : 

Christum Dei. 

2. Gutenberg (42行聖書 1450-55)

mnro: tt farurati runt. it fublatfi rft 
nuonrupfuitilliokagntmmnrophi; 
ni~uonfctm．佑 fa如韮rolug曲t
nraa.ttant rum illo 1 Oifripf1:tt in血
rogauit iliaμ nitmo.問iltrm皿 niriit
曲 nl曲濯nllirrfponb面tftbim

3. Novvm Instrumentum Omne, diligenter ab ERASMO Roterodamo 

(Basel: Johannes Froben 1516)エラスムスのギリシア語 ・ラ テン語対照

聖書

が＂゚μ0炊0f1吟 x心戸ravT[5，巫砂も

令 “̀UmaμkuToicx入四巫Toμxo妙ol“

ふy.a.xら咽如0．が硲恥吐uやμ吋°d(U

xみ四0μ Ha7呼 Cvas四 ぶ 心/J~UT苔 01匹I

加ら，eim!‘TH叩知喰託四J．立ュとS
air叩叩ぃ；炉 I1,v叫,~知0Kf "j0師 g

'l' 
tl7T"Oμ 

rent ante tu rb:i.s.Ec manducaucrut ocs 
& faturati fur.Et [ubbtu c!c q d'fuRfuit 
ill is fragmcro,: cophini duodccim~Sl:~a 
al1 cil:cl1 folusc{l‘ctorans, era“i illo 
&di[cipuli,& intcrrogauitillosdicens. 

茫 mcdicitc恥u唸Acilli示d呼
&dixcnmi 
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＂ 
rぷtAttIAro”

ヽ1rsop •,lll&nip 如p .“iif1sip ．訟田ぶ•入に

塁 VANG1:LIYM

碑叩ntIoannCba！西m，．atq迫
Hefiam,alりueroqaod unus_prophビI
tadeanロquisf叩 m.t.Di泣aGeiIlisヽ
Vosaicqu両m碕~Refpott
densSimonP如 sdixic. Cbrillii ・def. 

ap,；及09ょ，；T9守 oimeT;，？ぷ 椒d,p
如sII.I、lllf•pよ如oig.Vµ5dじ·{，“““‘
和バ、'“；知ox←iふふ舟0ct71'ip．立
わ IZTON子0̀5.；ぅtて1TIμi心g固 oig元訂

4. Novum Testamentum ex interpretatione Theodori Bezae (1642) 

18 ET factum est, ut quum ipse seorsim oraret, adfuerint ei discipuli; 

quos interrogavit, dicens, Quemnam esse me dicit turba? 

19 Ipsi autem respondentes dixerunt, Joannem Baptistam: alii autem, 

Eliam: alii vero, prophetam quempiam ex antiquis resurrexisse. 

20 Dixit autem eis, Vos vero quern me esse dicitis? Respondens 

autem Petrus dixit, Christum illum Dei. 

スペイン語 (Spanisch)

5. LA BIBLIA (1622) 

phinc≪・ 18 町＊Y3contcci6, que cfiando el folo 
I I I I. or:indo,cfiaui con cl lo s Difcipulos:y pre 

~-M~tt. 1~'gunt?l;s,dizicdo心砥 diz如 compa6as
•{ 9. qucroyf 
MAr.8,17. 

l9 Y cllos rc「pondieron,y dixeron,Joi 
cl Baptifi:i:y otros, Elias: y otros, que al-
gun Propheta de los antiguos ha rcfu「ci_
tado. 
2.0. Y dixolcs,Yvofotros ~ 

竿 Entonccsrefpondicd~ 
d,io，tn Chrifio de Dior. 

フランス語 (Franzosisch)

6. La Bible (Neufchastel 1535) 

釦 6uinti(6mei(efroit(cu[ci)0;ai(Ol)••'詞 frG洲ifL.i C 
pfC8r(foiれaut(fup:iffectntcrrogu0/bi(ant：恥tour: 0m9呵

飯Gqbi(cnteffc6ql9tic(ui6(i[5 rr(p65ircnt(birnu• 
court江釦

• n'＂(l'ek口
閲 dふaptt伍：拉佃outrお／eua6祁 6autrCG/q蝕ngpfc. 

beGonden6 p20p6ctC6ポrch(cttc.Cti[（cur bi(l:£t sぅdtt61“

50118/ql"翌碩OU6quttc三年0りptcrrcrcf9 
mc.s．t>. 

面紐／o岬： t£枷恥c亡tcl9.Ett̀CGmma(cant (& 
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古高ドイツ語 (Althochdeutsch)

7. Tatian, Evangelienharmonie 90, 1-2 

これはルカではなくマタイ (Mt.)16, 13 ff.をとったものであるが，参考

のためにあげておく。 Le.9, 20末尾は，ギリシア語原典は T0J,IXpt6てOJ.ITOO 

OeoiJと Akkusati vobjektだけであるのに対し， Mt.16, 16末。 Mc.8, 29 

末は共に「汝はキリストである」という文で表現されている。

Tatian 90, 1. (Mt. 16, 13-16より） Quam der heilant in thiu 

teil thero burgi thiu hiez Cesarea Philippi, inti fragata sine iungoron 

sus quedenti: uuenan quedent mih man uuesen mannes sun? Sie 

to quadun: andre Iohannem den touffari, andre uuarlicho Heliam, 

andre Hieremiam odo einan ex prop he tis. 2. Tho quad her in : ir 

uuarlicho uuen mih quedet uuesen? Tho antuurtita Simon Petrus inti 

quad: thu bist Christ sun gotes lebentiges. 

以下はすべて LukasEvangelium 9, 18-20. 

低ドイツ語 (Niederdeutsch)

8. Die Kolner Bibel (De Keulse Bijbel) 1478/1479. 

¢心batge=
価 pcb2bo bpwa吐遥atleneenむfn.11血 ge
元四a元mptCInbp.＂rageと「cr吋示む空皿
玲命砕baecbpeick応 C11と「cant・TCtな11
emettと fj,raken1Iob5I1esbpebopec;fUな心

a11te1-e. l)e!pam嶋bpcanむml|temmp3 offcr.cll 
叩如n呻 npro pl)釦 pge{l:aenわP徊！、
toen四叫迫凸柑生歴転16r-etiUSbie 
ant匹：：：~en 印rak -ubp知西砂cronc go::. 
と6

高ドイツ語 (Hochdeutsch)

9. Beheim (1343) 

18 Und geschen ist, do her alleine was betinde, do waren mit ime 

ouch di jungern. Abir her vregite si und sprach:,,Wen sprechin mich 

sin di schare ?" 19 Und si antworten ime und sprachin:,,Johannem 

den touf ere, abir di and er en Heliam, abir di and er en: wan ein prophete 

von den erstin ist Of gestanden．ヽヽ 20 Her sprach abir zu en : ,, Abir ir, 
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wen sprechit ir mich sin?" Und Simen Petrus antworte und sprach: 

,,Christum gotis." 

h
 

曹

u

10. Mentel (1466) 

Vnd es wart gethan do er was bettent allein・ vnd sein iungern warn 

mit im: vnd er fragt sy sagent. Wen sagent mich zesein die gesell-

schafft? Vnd sy antwurten im vnd sprachen iohannem den tauffer: 

wann die andern helyas: die andern ieremias oder einer aus den 

propheten-wann einer ist derstanden von den ersten. Wann er sprach 

zu in. Wann wen sagt ir mich zesein? Symon petter antwurt er 

sprach. Cristus den sun gotz. 

・コ
11. Biblia (Augsburg 1535, Heynrich Steyner) 

珈如bcgabfid)1ba cc alltin如 lr¥>nb(I: 

bCC(CIVIibr“"€釉99Cじ beyfm I ft:agct cじmat,94
伍而rmbIXm-，lqulbiヽl母9Cebaoi内．mard9,
秤』caI9CWomnPImbrpta如 nISic

agm/bu kyc0JobanI9C6b¢じでcliffヽじ／＇

迂cli如 abCIb99fcyct上l叩／とclゆca,・

屈 IO砂りlcm?iopbctc99cin¢じ^＂ff
“talom．む心c piad)如 bn¢99/w¢ 

“'加心ヽじ‘^’‘ム r^” ノへ^.......— .....←卓●●

cu96/mpnnb,JI•"""'~.. ＿，/．．,＇ 
nbヽtbcb旧如COc/pnbgcpoc/

12. Anton Sorg (Augsburg 1477) 

•"'nb ea 4"'a心
netaniX) CCWas とttC11baileIn • ℃nbremiunヽ
gern oactn nricim.ec fcagtfyfagenbt• 四
fa5en而d)biefd1acc91m i由 feye••Vify而
函ctcnnn.'Onbrpmd泣⑱obann€S も te(i『cc
筑屈bie3n込‘cni3c!ia8•Oie. anomiet（加
a,．o心CCInet au§ 口npiop~ten・ゞvanneinet 
沿 ctRanmnや n&netRen1年「P諏灼um.
、ven「antic而d)m i由「~I均mon pettu6 
antWutt ¥)nb伽a由・、DubIR CnRu8も(un
S0ttes・ 
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13. Anton Koberger (Ni.irnberg 1488) 

恥b'3crb巡un!J.¥.‘"bcs¥wr迎ctall.SoL•r ¥＼、5
bctulし dfし•m.nlb fcin iullgcnl ¥¥wnl llllC．lll.cr 
t呵ti •C.fagdlV.\ PaI 、1I.̀II Inl•L• SIし・ 、しll'CIJ.年函ふ叫t〖心．tmll1いい
吟 nllCO8cr mutfcr．孔bLTSic an~cr りclia9.
~ic anbcrn l11cn:m1·a~.obcr cincr au~ ~~n pro 
phctCIIAmllll Cl.ncrin cr|}叫lllb01POI18L1l crltC19 

忍：恥霊訟悶闘ご闊に言喜誼喜
伽母lUngots．叫llbcrlh•dfftIic.PlllJし gebot

14. S. Grimm (Getruckt <lurch Doctor Sigmund Grim zu Augspurg 

Jm Jar. M. ccccc. ij.) 

吋'•~crb碓icylen1iD;irn叫 berd叫9
eSIb3Cral[ain呻ettmbmare匂
imbieiunger心arqgtero、'伽叫9

叩 I-lp戸"bieI西→嘩
饂℃nn5ybabent『“ntmurtI
面剖和叫畑ISy伽ctburcyeR 

加加3ba・pti伽I¢(l・曲向eent如．仰
epるe(iaSIOberaimば叩pt,enn・ 
alttnptQp9etten向auげ叫tonbcn.
込3baceringcragt/3berir im¢ 

9,l■99-

加 nntir応油rewammnneimo
匹 ru心 nbbatgchgtI戸
（心内がI祁t)50ば心ibemr annge 

15. Luther (1522 Septemberbibel) 

和trik
kenung. 

わnoesbcGab血）んacrml6cpettmoaIImlmar/bamaralctt:m中·T6• •
Iicl)「crncriuI15GIllit灼m/VI10crfr叩Ct[c/rI10fp:acb／江冶 ac11か叩s.。三年可Sl.canm902Un"""orP2平／臼cra三命
?°bal111CSOcrtul cr;.ctt1icbabU/0叩畔Iiastctt[iebabcr／正S
eyocral[Unp:opは£mcp91crcuffcボant,cn／氏racrrp:ad)5Urbl1/ 
mcr/「a6窄嗜芸as血恥aan応皿・応crusVIlnb「P:ac(?．I
oubitocr b:i oms 
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16. Zinzendorf (Btidingen 17 44) 

叫虹ttug価 iltlbactcinmolimgc5et ancinc mat 
unb nicmanbcnb¢り「内[）attcal6ftinc jingm bai 

呼 ftogtclunb fogtc :．gotmdcnboltcn應Idb)bicI罰
I9 eICobctantroottctcnunblpta)cn: bot J0 aItnc cn 

tduffct;anbctcabct uot Cliad; toicbct altbctc, bag 
ao jcmanb bon bcn aItcn[topbctcn aufg¢Ponbcn in．む

fptocf)abmuibncn: i tab¢じ／ n_Q_り0tboしtctib胃叩
ba ontmottct¢”“tud unb fptad)： boE Cn gc otcn 

2I 30tt¢6. -
17. Menge (1926) 

Lc.9•18 Es begab sich hierauf, als er ftir sich allein betete, daB nur 

die Jtinger sich bei ihm befanden; da fragte er sie:,,Fiir wen halten 

mich die Volksscharen ? " 

19・ Sie gaben ihm zur Antwort:,,Fur Johannes den Taufer, andere 

ftir Elia, noch andere meinen, einer von den alten Propheten sei 

a uferstanden." 

20・ Darauf fragte er sie weiter:,,Ihr aber fiir wen haltet ihr mich ?" 

Da antwortete Petrus:,,Fiir Christos, den Gottgesalbten !" 

18. Jubilaums Bibel nach Luther (Stuttgart 1964) 

18. Und es begab sich, da er allein war und betete und seine }linger 

zu ihm traten, fragte er sie und sprach: Wer sagen die Leute, daB 

ich sei? 

19・ Sie antworteten und sprachen: Sie sagen, du seist Johannes der 

Taufer; etliche aber, du seist Elia; etliche aber, es sei der alten 

Propheten einer auferstanden. 

20・ Er aber sprach zu i~nen: Wer saget ihr aber, daB ich sei? Da 

antwortete Petrus und sprach: Du hist der Christus Gottes ! 

19. Die Heilige Schrift (Zurcher Bibel, Verlag der Zwingli-Bibel 1966 

Zurich) 18 Und es begab sich, als er filr sich allein betete, waren 

die Jtinger bei ihm, und er fragte sie: Fiir wen halt mich die 

Volksmenge? 19 Da antworteten sie und sagten: Ftir Johannes den 

C 683) 
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Taufer, andre fur Elia, noch andre [meinen], einer der alten Prophe-

ten sei auferstanden. 20 Darauf sagte er zu ihnen: Ihr aber, fiir wen 

ha)tet ihr mich? Da antwortete Petrus und sprach : Fur den 

Gesalbten Gottes. 

20. Herder Bibel 1972 Freiburg i. Br. 

18 Und es begab sich, als er in der Einsamkeit betete, waren die 

Jtinger bei ihm, und er fragte sie:,,Fiir wen halten mich die 

Volksscharen ?" 19 Sie antworteten:,,Filr Johannes den Taufer, andere 

fur Elija, wieder andere (meinen), einer der alten Propheten sei 

auferstanden.‘、20Da sprach er zu ihnen:,,Ihr aber, fur wen haltet ihr 

rnich?" Petrus antwortete und sprach:,,Fiir den Messias Gottes." 

英語

21. Wiclif (1380) 

18 and it was don, whanne he was aloone preiynge: hise disciplis 

weren with him and he axed hem and seide/whom seien the puple 

that I am? 19 thei answerden and seiden Ion baptist/other seien: 

elie/and other seien a prof ete of the former is risun/20 and he seide 

to hem/but whom seien 3e that I am? symount petir answerid: and 

seide/the crist of god/21 and......... 

22. Tyndale (1534年版）

叩．tfo:tunconsbcmnsaIOItCp2OVlhgvbys
Ol apl“｀皿匹ltbl)rm/nll枷吟tbcm阿
匹心l)01:2・じt(c coぅlet トtt3旱迂()Cyam恥l•ふ両、応鳩ふ品面Gomcrar喝ヅ
9[、l5.2[Ilbl ... 09J1C[ntImonof[bcolbcmopl)ctfis 
叫.~nag、WI1らが恥如ゞlttotbcm:‘℃lmityc re-
thしit^血 9打泣Cじ血「U9CL.oanbl:tyoc:止oum・ク

tctl)CCl)2lltotfGob-9 
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23. Geneva Bible (1560年版）

ぷ4.16』13• 18「Andit came to paffe as he wasa・Jone 
Z叩，必,,. praying, his d,fciples were with him, and 

he禅ed疇 raying,~ -e.o-
ple that I am•? 

”-Theyanf勺~d_,and fa・id, Io],nBapt直：
叫 ochersfay,Elias:& fome fay,that one. 
of the old~ P_ropheces is riferiag~ine. 

20 And h_e faidvnto chem, Bue~恥g沃 rhc knc~ 
.webcR Il" 
oヽnucnicnc 1ヽ: y~P.eceranfwered, & faid，エ坦

1"C which w~s -~直 ofGodIt

24. Authorised Version (1611) 

IS£渕 nnit cnn1c to pa!Iiは5ucllJa5•Mぷ•J6. 
aloncpnnng')りBDifciplC5uccclbtth 

I I ;． 

hun :an!)りcaiにCDthC111?faplng，四皿
fat'疇゚ plct}nt和an『
19 L)epan l1JCnng, aib3lountりc

詞 tia:but fonnf、1p.,CIt.a5: anb o: 
諏 r5fuV,.tbatone oftりcol卵 opりct5
1.s nfcn agatnc. 
20珈 fapnblltothcn1凸5lttlbhom

r•(WPittJ心 mm1 Pcm：皿細mng,
a直 hcCiJ.i(lofc0-D.

25.デ ンマー ク語 (Danisch)1524. 

Oct1)ctCじffぷ）tIm l)091b cne tvar l9叫tbmbl.l;1、“
oirapclemmatc metbam109I1/し?tfpnrocInnotlXIm匹

figenbl•S I血皿平9lfm,庄cg平砿OctI)climク

“De ocragbe Itbc igC芦 030mmcsb叩 9}鼻1/aIt 
02C attbltfitるcllaS/m如 eigcatenp20叫）ete、1ff如
gamblc cと"Pitし199でen/991CJ11)011b fagoctbenncmI旱＾畑．，峙工虹竿醗lliいnpetm6恥L•it ccrogbe 
切ue g"bs如 itu8/09加ubm叫 ttb’""＂In‘"恥
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26.スウ ェーデン語 (Schwedisch)1871. 

18 D面bet恥egaf fig, b＆⑮nn ¥uat aucna i 
fina姉ncr,¥uoro ocf n恥n⑮llt6 Idtiungot 
ntebもonon!; bcut fr邸nbeS)an o内,abe:
¥nent『ctfoItct研 iqmam ? 
19応） 1roarabebe odJ 1abc: ~ofJannc絞如

~aten; 1om1ign ~1ia~, ocf) 1om1igo, ntt nngon 
加opqctof be gamra cir U+1~1ftnnbcn. 
20 ~ci fabe、拘ntif! bcn1:＄訳111科津ltb& 

3郷 qn10ta?ematabe珈ttll80由inbc:
mu_dt @ll沢窟直t,

27.和訳 1858.
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